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手術手技シリーズ神経温存前立腺全摘除術一受け継がれるメスー

『
登場人物紹介

古沢先生
前立腺全摘除術に長けた名医。「仏の古沢」と呼ばれているが、
亡き親友の息子高杉くんを一人前の医師にする為、鬼の古沢と
化す。鍵
高杉慎作
古沢先生のもとで医師の勉強に励む新入医局員。古沢先生の鬼
のシゴキの真意を知らず、嫌われていると誤解しつつも､懸命に
努力する。

桜けい
優しくてしっかり者の女の子。姉御肌でみんな
の信頼も厚い、密かにリーダー的な女の子。塗 ＃

本 田 た か し
仲間思いの好青年。怒られ
てばかりの高杉くんを心配
し、落ち込まないようにと
いつも気を配っている。

松 野 さ ゆ り
明るく元気な女の子。やや
天然のところがあり､素直な
発言から時に高杉くんをク
サリと傷つけることがある。

あ ら す じ
古沢先生の鬼のしごきに、意気消沈の高杉<ん。
本田君、松野さん、桜さんの看護師三人組は、疲れきった高杉<んを元気づけ
ようとあれこれ面倒を見るのだが、もはや高杉<んの古沢先生恐怖症は重症と
化していた。見かねた桜さんら一同は、意を決して古沢先生の元に抗議に向う
のだが……

露
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Ｆ刃-，

｢冬の天の川」-２600万個の星たち一
〆 、

夜空が澄んで星の美しい季節になりました。冬の夜空を彩る冬の大三角は
あまりにも有名ですが、「冬の天の川」があるのをご存知でしょうか？
「冬の天の川」は淡い輝きをしているため、少しでも光があると肉眼では

見えなくなってしまうような繊細な星の集まりですが、最近の天体望遠鏡の
進歩のおかげで、「冬の天の川」の中心部分に２６００万個もの恒星が存在
していることが初めて分かりました。今後も天文技術の進歩により、私た
ちがあっと驚くような発見があるかもしれませんね。

さて、前話コラムでも紹介しましたが、リュープリンSRにも天の川の恒
星と同じ２６００万個の小さなマイクロカプセルが含まれています。天体
望遠鏡で見る壮大な世界ではなく「一本の注射器Jの中の微細な粒子の世
界の話です。武田薬品の製剤技術の進歩により、この小さなマイクロカプ
セル１つ１つにリュープリンが封入されるようになりました。この技術の
応用によりリユープリンSRが世に送り出され、前立腺癌治療に広く利用さ
れているのです。今後の更なる技術の進歩に期待します。

今回は「冬の天の川」をテーマにしてみました。
日頃、患者さんの健康のために昼夜を問わず働いておられる先生方も、こ
の機会に天空のロマンに想いを馳せながら、夜空を眺め、ちょっと一息入
れてみませんか？

、 - ＝
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